
Ⅰ　

問
題
の
所
在

　

二
〇
〇
三
年
七
月
、
心
神
喪
失
ま
た
は
心
神
耗
弱
と
判
断
さ
れ
て
不
起
訴
ま
た
は
無
罪
、
あ
る
い
は
刑
の
減
軽
に
な
っ
た
精
神
障
害
犯

罪
者
を
、
特
別
な
医
療
機
関
に
入
院
ま
た
は
通
院
さ
せ
て
治
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他

害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
」
と
略
称
す
る
）
が
制
定
さ
れ
た�
。

同
法
の
施
行
日
は
、「
公
布
の
日
か
ら
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
」（
附
則
一
条
）
と
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇

五
年
七
月
に
施
行
予
定
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
三
月
、
厚
生
労
働
省
と
法
務
省
と
最
高
裁
判
所
の
合
同
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し

た
「
処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
が
公
表
さ
れ
た
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
指
定
医
療
機
関
の
建
設
・
選
定
作
業
、
精
神
保
健
判
定

（
１
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精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇

―
―
日
本
型
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
の
検
討
―
―

緒

方

あ

ゆ

み



医
・
精
神
保
健
参
与
員
の
認
定
、
精
神
鑑
定
の
方
法
・
様
式
、
入
院
・
通
院
治
療
（
処
遇
）
方
針
、
地
域
処
遇
の
あ
り
方
等
、
精
神
障
害

犯
罪
者
に
対
す
る
新
し
い
処
遇
制
度
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
各
研
究
班
に
分
か
れ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る�
。

　

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
目
的
は
、
心
神
喪
失
等
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
継
続
的
か
つ
適
切
な
医
療
の
実
施

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
観
察
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
病
状
の
改
善
と
こ
れ
に
伴
う
同
様
の
行
為

の
再
発
防
止
を
図
り
、
対
象
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
（
法
一
条
）。
た
し
か
に
、
精
神
障
害
犯
罪
者
に
強
制
的
に
治
療

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
療
の
中
断
に
よ
る
再
発
の
危
険
は
回
避
さ
れ
、
ま
た
、
処
遇
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
司
法
・
医
療
・

行
政
機
関
等
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
に
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指

す
点
で
新
法
の
制
定
自
体
は
評
価
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
は
た
し
て
こ
の
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
制
度
は
、
そ
の

目
的
を
実
現
し
う
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
制
度
の
特
徴
と
し
て
、
社
会
復
帰
調
整
官
と
多
職
種
チ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
医
療
ケ
ア
チ
ー
ム
の
新
設
が
あ
る
。
新
法
で

は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
が
指
定
入
院
医
療
機
関
を
退
院
し
た
後
ま
た
は
指
定
通
院
医
療
機
関
に
通
院
し
て
い
る
間
の
地
域
で
の
処
遇
（
＝

社
会
内
処
遇
）
は
、
保
護
観
察
所
に
所
属
す
る
社
会
復
帰
調
整
官�
が
中
心
と
な
っ
て
、
各
機
関
と
の
調
整
を
図
り
、
精
神
障
害
犯
罪
者
が

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
社
会
復
帰
調
整
官
の
主
な
業
務
は
、
対
象
者

が
、
新
法
が
求
め
る
「
必
要
な
医
療
」
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
生
活
の
状
況
を
見
守
り
指
導
等
を
行
う
「
精
神
保
健
観

察
」
で
あ
り
（
法
一
〇
六
条
）、
犯
罪
者
に
対
す
る
保
護
観
察
と
精
神
障
害
者
に
対
す
る
医
療
観
察
と
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
実
現
す
る

（
２
）

（
３
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こ
と
を
内
容
と
す
る
。
し
か
し
、
従
来
、
保
護
観
察
所
が
担
っ
て
き
た
犯
罪
者
や
非
行
少
年
へ
の
社
会
内
処
遇
と
は
性
格
を
異
に
し
て
お

り
、
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
や
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
も
異
な
っ
て
い
る
の
で�
、
社
会
復
帰
調
整
官
に
よ
る
精
神
保
健
観
察
が
、
精
神
障
害
犯

罪
者
の
社
会
内
処
遇
に
ど
こ
ま
で
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
現
時
点
で
は
予
測
で
き
な
い
。
ま
た
、
医
療
面
で
は
、
医
師

や
看
護
師
、
心
理
職
等
の
複
数
の
専
門
職
種
か
ら
な
る
「
多
職
種
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
退
院
後
も
治
療
が
途
切
れ
な
い
よ
う
、
定
期
的

な
訪
問
看
護
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
多
職
種
チ
ー
ム
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
「�������������

���������������

��������

��������
」（
以
下
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
略
称
す
る
）
制
度
で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
と
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｈ
Ｔ
（�������������������������

����������������������������
）

と
呼
ば
れ
る
複
数
の
専
門
職
種
か
ら
な
る
ケ
ア
チ
ー
ム
が
、
退
院
後
、
地
域
で
暮
ら
す
精
神
障
害
者
（
精
神
障
害
犯
罪
者
も
含
ま
れ
る
）

に
対
し
、
患
者
と
一
緒
に
作
成
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
複
数
の

専
門
職
種
が
ケ
ア
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
か
ら
福
祉
ま
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
復
帰
に
よ
り
つ

な
が
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
一
方
で
、
患
者
の
個
人
情
報
の
管
理
に
関
す
る
問
題
や
、
ど
の
よ
う
な
職
種
で

チ
ー
ム
を
構
成
し
て
い
る
か
、
誰
が
ケ
ア
チ
ー
ム
の
中
心
と
な
る
か
に
よ
っ
て
、
患
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
変
わ
る
と
い
っ
た
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
へ
の
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
わ
が
国
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
以
上
、
こ
れ
に
対
応
し
う
る
制
度

を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
べ
き
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
地
域
処
遇
お
よ
び
通
院
処
遇
に

焦
点
を
し
ぼ
り
、
わ
が
国
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
・
社
会
復
帰
支
援
に
関
す
る
制
度
比
較
を
行
い
、
新
法
施

行
に
向
け
て
、
日
本
型
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
の
あ
り
方
、
今
後
わ
が
国
に
お
い
て
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な

（
４
）
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制
度
・
施
策
の
構
築
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ⅱ　

わ
が
国
に
お
け
る
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇

１．

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
制
定
の
背
景

　

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
は
、
殺
人
、
放
火
等
の
重
大
な
罪
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
、
心
神
喪
失
ま
た
は
心
神
耗
弱
と
認
定
さ
れ

て
不
起
訴
に
な
っ
た
者
、
ま
た
は
心
神
喪
失
を
理
由
と
し
て
無
罪
に
な
っ
た
者
、
も
し
く
は
心
神
耗
弱
に
よ
り
刑
を
減
軽
さ
れ
た
者
に
対

し
て
、
特
別
な
医
療
機
関
（
＝
指
定
医
療
機
関
）
に
入
院
ま
た
は
通
院
さ
せ
て
治
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
法
律
で
あ
る
。

こ
の
法
律
が
成
立
し
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
刑
事
司
法
制
度
の
枠
か
ら
外
れ
た
精
神
障
害
犯
罪
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
司
法
精
神

医
療
に
関
す
る
規
定
の
な
い
現
行
の
精
神
保
健
福
祉
法
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
の
制
度
で

は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
は
、
不
起
訴
ま
た
は
無
罪
と
な
る
と
、
犯
罪
者
か
ら
一
精
神
障
害
者
に
戻
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
法
二
五
条
よ

り
検
察
官
が
通
報
を
し
、
通
報
を
受
け
た
精
神
保
健
指
定
医
が
措
置
入
院
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
な
い
限
り
、
自
分
か
ら
精
神
科
へ
の

受
診
を
希
望
し
な
い
か
ぎ
り
治
療
を
受
け
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
彼
等
は
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
十
分
に
得
ら

れ
ず
、
社
会
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
病
気
の
再
発
や
症
状
の
悪
化
を
招
き
、
い
つ
再
び
犯
罪
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
重
大
な
犯
罪
を
行
っ
た
精
神
障
害
者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
を
確

保
す
る
た
め
の
方
策
や
処
遇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
や
精
神
保
健
福
祉
法
の
改
正
、
新
法
の
制
定
と
い
っ
た
法
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
近
年
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
事
件
等
の
凶
悪
事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
精
神
障
害
犯
罪
者
へ
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の
厳
し
い
対
応
を
求
め
る
世
論
の
高
ま
り
も
無
視
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
法
の
特
徴
は
、
既
述
の
よ
う
に
、

指
定
医
療
機
関
（
＝
施
設
内
）
に
お
い
て
、
犯
罪
に
至
っ
た
原
因
で
あ
る
精
神
疾
患
に
対
す
る
治
療
を
行
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
施
設
を

出
た
後
の
社
会
復
帰
支
援
ま
で
を
範
囲
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
新
法
の
制
定
は
大
き
な
前
進
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
を
促
し
、
再
犯
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
施
設
内
で
の
入
院
治
療
処
遇
に
加
え
、

退
院
後
の
施
設
外
で
の
通
院
治
療
処
遇
、
さ
ら
に
は
社
会
内
処
遇
ま
で
を
処
遇
の
一
つ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
は
、
専
門
の
施
設
で
の
治
療
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
施
設
を
出
た
後
の
地
域
（
社
会
）

で
の
ケ
ア
（
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
）
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
包
含
し
て
初
め
て
完
結
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

２．

精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
の
流
れ

　

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
施
行
後
は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
を
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
処
遇
し
、
社
会
復
帰
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
か
（
図
一
参
照�
）。
新
法
の
対
象
と
な
る
者
は
、
対
象
行
為
（
殺
人
、
放
火
、
強
盗
、
強
姦
、
強
制
わ
い
せ
つ
お
よ
び
傷
害
に

当
た
る
行
為
）
を
行
い
、
心
神
喪
失
ま
た
は
心
神
耗
弱
を
理
由
と
し
て
不
起
訴
処
分
と
な
り
、
ま
た
は
無
罪
の
裁
判
も
し
く
は
刑
を
減
軽

す
る
旨
の
裁
判
が
確
定
し
た
者
で
あ
る
（
法
二
条
二
項
・
三
項
）。
対
象
者
と
な
る
と
、
各
地
方
裁
判
所
に
設
け
ら
れ
た
裁
判
官
と
、
一

定
の
資
格
・
要
件
を
満
た
し
た
精
神
科
医�
が
担
当
す
る
精
神
保
健
審
判
員
か
ら
な
る
合
議
体
に
よ
る
審
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
法
六

条
・
法
一
一
条
）。
審
判
で
は
、「
対
象
行
為
を
行
っ
た
際
の
精
神
障
害
を
改
善
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
同
様
の
行
為
を
行
う
こ
と
な
く
、
社

（
５
）

（
６
）
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会
に
復
帰
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
よ
る
医
療
を
受
け
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
」
の
判
断
を
、
精
神
鑑
定
の
結
果
や
精
神
保
健

福
祉
士
等
が
担
当
す
る
精
神
保
健
参
与
員
の
意
見
を
考
慮
し
な
が
ら
行
い
、

こ
の
法
律
に
よ
る
医
療
を
受
け
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
入
院
決
定
ま
た
は
通
院
決
定
の
処
遇
決
定
を
行
う
（
法
三
六
条
・
法

四
二
条�
）。

　

入
院
決
定
を
受
け
た
人
は
、
指
定
入
院
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
、
退
院

に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
許
可
決
定
が
必
要
と
な
る
（
法
五
一
条
）。
指
定
入

院
医
療
機
関
か
ら
の
退
院
許
可
決
定
ま
た
は
通
院
決
定
が
下
さ
れ
る
と
、
対

象
者
は
指
定
通
院
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
対
象
者
は
、

保
護
観
察
所
所
属
の
社
会
復
帰
調
整
官
に
よ
る
精
神
保
健
観
察
に
付
さ
れ
る

（
法
一
〇
六
条
）。
保
護
観
察
所
は
、
対
象
者
の
処
遇
に
関
す
る
実
施
計
画
を

策
定
し
（
法
一
〇
四
条
）、
処
遇
終
了
の
許
可
決
定
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
司

法
機
関
、
医
療
機
関
、
行
政
機
関
、
民
間
の
援
助
機
関
等
と
連
携
し
て
、
対

象
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
て
地
域
内
で
の
処
遇
を
行
う
（
法
五
六
条
・
法
一

〇
八
条
・
法
一
〇
九
条
）。

（
７
）
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（図１）心神喪失者等医療観察法における精神障害犯罪者の処遇の流れ

重大な他害行為
（殺人、放火等）

検察官

裁判所

一般の精神保健福祉

検
察
官
に
よ
る
申
立
て

地
方
裁
判
所
に
お
け
る
審
判

不

無

入院医療の提供

地域での支援
・精神保健観察（保護観察所）

実刑判決

等罪

起訴
・入院医療（指定入院医療機関）

・入院によらない医療（指定通院医
　療機関）

・精神保健福祉法に基づく処遇
 （都道府県・市町村等）

鑑
定
入
院

入
院
決
定

通
院
決
定

退院決定



３．

処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

　

新
法
で
は
、
対
象
者
は
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
退
院
決
定
ま
た
は
指
定
通
院
医
療
機
関
へ
の
通
院
決
定
が
下
さ
れ
る
と
、
保
護
観
察

所
に
よ
る
精
神
保
健
観
察
に
付
さ
れ
、
指
定
通
院
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
対
象
者
の
希
望
す
る
居
住
地
（
＝
地
域
）
で
早
期

の
社
会
復
帰
の
実
現
を
目
指
す
。
通
院
処
遇
の
期
間
は
、
原
則
三
年
で
あ
り
、
最
長
で
も
五
年
で
終
了
す
る
（
法
四
四
条
）。
処
遇
終
了

決
定
が
下
さ
れ
る
ま
た
は
通
院
処
遇
期
間
が
満
了
に
な
る
と
、
以
後
の
対
象
者
の
治
療
や
サ
ポ
ー
ト
は
、
一
般
の
地
域
精
神
科
医
療
お
よ

び
地
域
精
神
保
健
福
祉
に
移
行
す
る�
。

　

二
〇
〇
四
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
新
法
で
の
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
は
、
①
地
域
処
遇
、
②
指
定
入
院
医
療

機
関
に
お
け
る
入
院
処
遇
、
③
指
定
通
院
医
療
機
関
に
お
け
る
通
院
処
遇
、
④
審
判
手
続
、
⑤
精
神
鑑
定
、
⑥
精
神
保
健
審
判
員
・
精
神

保
健
参
与
員
・
鑑
定
医
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
運
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。
施
行
日
ま
で
に
は
、
都
道
府
県
毎

に
運
営
細
則
も
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
地
域
処
遇

お
よ
び
通
院
処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

�
　

保
護
観
察
所
に
よ
る
処
遇

　

通
院
処
遇
が
決
定
す
る
と
、
社
会
復
帰
調
整
官
は
、
対
象
者
の
希
望
す
る
地
域
に
お
い
て
生
活
環
境
を
整
え
、
指
定
通
院
医
療
機
関
、

地
方
自
治
体
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
等
の
関
係
機
関
）、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
個
別

に
策
定
し
た
処
遇
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
精
神
保
健
観
察
を
行
う
（
図
二
参
照
）。　

処
遇
計
画
の
実
施
に
際
し
て
、
保
護
観
察
所
は
「
ケ

（
８
）
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ア
会
議
」
を
開
催
し
（
法
一
〇
八
条
）、
対
象
者
の
治
療
状
況
や
生
活
状
況

等
を
確
認
し
、
定
期
的
に
処
遇
実
施
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
ケ
ア
会
議
の

構
成
は
、
対
象
者
の
担
当
の
社
会
復
帰
調
整
官
、
指
定
通
院
医
療
機
関
、
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
行
政
機
関�
で
あ
る
。
対
象
者
の
状
況
等
に
応
じ

て
、
都
道
府
県
の
主
管
課
、
福
祉
事
務
所
、
社
会
復
帰
施
設
等
も
加
わ
る
。

対
象
者
は
、
ケ
ア
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
保
護

観
察
所
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
ケ
ア
会
議
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
ら
ケ
ア
会
議
の
開
催
を
要
請
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

�
　

指
定
通
院
医
療
機
関
に
よ
る
処
遇

　

指
定
通
院
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、
対
象
者
ご
と
に
複
数
の
専
門
職
種
か

ら
な
る
「
多
職
種
チ
ー
ム
」
が
組
織
さ
れ
、
各
職
種
が
連
携
を
と
り
な
が
ら

個
別
の
治
療
計
画
に
基
づ
い
て
治
療
が
行
わ
れ
る
。
治
療
計
画
は
、「
多
職

種
チ
ー
ム
会
議
」
に
お
い
て
定
期
的
な
評
価
・
見
直
し
が
行
わ
れ�
る�
。
チ
ー

ム
会
議
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
指
定
通
院
医
療
機
関
以
外
の
医
療
・
保
健
・

（
９
）
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（図２）退院後の地域社会における連携体制

個別の処遇実施計画に基づく処遇の実施　

都道府県・市町村（精神保健
福祉センター・保健所等）

関係機関相互間の
連携確保

保護観察所
（社会復帰調整官）

指定通院医療機関 精神障害者社会復帰施設等

精神保健観察

① 保護観察所が入院時より対象者の地元等での生活環境の調整を実施。
② 裁判所の通院決定に基づき地域の指定通院医療機関による医療を提供。
③ 社会復帰調整官が対象者の生活状況の見守りを行う。



福
祉
関
係
者
お
よ
び
担
当
の
社
会
復
帰
調
整
官
が
参
加
す
る
。

　

指
定
通
院
医
療
機
関
に
お
け
る
治
療
は
、
対
象
者
が
犯
罪
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
重
視
さ
れ
る
が
、
治
療
へ
の
動
機
づ
け
等
を
深
め
る
た
め
、
司
法
精
神
医
療
に
お
い
て
も
一
般
の
精
神
医
療
と
同
様
に
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
重
視
さ
れ
、
治
療
計
画
に
つ
い
て
対
象
者
に
十
分
な
説
明
と
理
解
（
同
意
）
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
対
象
者
は
必
要
に
応
じ
て
多
職
種
チ
ー
ム
会
議
へ
参
加
し
、
治
療
計
画
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４．

支
援
体
制
構
築
の
進
捗
状
況

　

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に
施
行
予
定
で
あ
る
が
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
に
関
す
る
支
援
体
制

の
構
築
は
現
在
ど
の
く
ら
い
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ハ
ー
ド
面
で
あ
る
が
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
退
院
許
可
決
定

ま
た
は
通
院
処
遇
決
定
が
下
さ
れ
た
精
神
障
害
犯
罪
者
は
、
居
住
地
の
指
定
通
院
医
療
機
関
に
通
院
し
、
デ
イ
ケ
ア
等
に
通
い
な
が
ら
日

中
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、
未
だ
指
定
入
院
医
療
機
関
の
選
定
が
終
わ
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
り�
、
指
定
通
院
医
療
機
関
の
選
定
も
難

航
し
て
い
る�
。
ま
た
、
審
判
期
間
中
に
対
象
者
が
精
神
鑑
定
の
た
め
に
入
院
す
る
鑑
定
入
院
医
療
機
関
に
関
し
て
は
、
都
道
府
県
に
推
薦

を
要
請
す
る
段
階
に
も
至
っ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
ソ
フ
ト
面
で
も
、
判
定
医
・
参
与
員
の
候
補
者
は
確
保
さ
れ
た
も
の
の
、
研
修
は
予

定
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
施
行
に
よ
っ
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
新
制
度
の
核
と
な

る
職
種
で
、
精
神
障
害
犯
罪
者
と
最
も
長
く
、
そ
し
て
最
も
深
く
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
社
会
復
帰
調
整
官
の
選
考
に
関
す
る
問
題

も
あ
る
。
社
会
復
帰
調
整
官
は
、
各
都
道
府
県
に
最
低
一
名
以
上
確
保
さ
れ
、
現
在
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
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に
、
社
会
復
帰
調
整
官
は
主
と
し
て
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
精
神
保
健
参
与
員
と
し
て
審
判
に
加
わ
る
ほ

か
、
審
判
手
続
に
お
け
る
生
活
環
境
の
調
査
か
ら
入
院
中
の
生
活
環
境
の
調
整
、
そ
し
て
退
院
後
お
よ
び
通
院
時
の
地
域
社
会
に
お
け
る

精
神
保
健
観
察
に
至
る
ま
で
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
に
一
貫
し
て
関
与
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
精
神
保
健
福
祉
士
制
度
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
国
家
資
格
化
さ
れ
た
歴
史
の
浅
い
制
度
で
あ
り
、
司
法
精
神
医
療
の
実
務
経
験
・

知
識
の
あ
る
者
も
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
施
行
日
ま
で
に
経
験
豊
富
な
人
員
を
確
保
し
、
諸
外
国
へ
の
視
察
や
適
切
な
研
修
を
行
う
こ
と
を

通
し
た
人
材
の
能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ�
る�
。

　

ま
た
、
地
域
処
遇
で
は
、
保
護
観
察
所
や
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
指
定
医
療
機
関
、
医
療
・
福
祉
機
関
に
関
す
る
行
政
機
関
、
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
共
同
作
業
所
等
の
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
等
と
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
精
神
障
害

犯
罪
者
の
社
会
復
帰
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
地
方
自
治
体
は
、
地
域
処
遇
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
運
営
細
則
（
①
地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
確
保
、
②
処
遇
の
実
施
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
、
対
象
者
の
個
人
情

報
に
関
す
る
取
り
扱
い
、
③
処
遇
に
携
わ
る
関
係
機
関
の
役
割
分
担
、
④
緊
急
時
の
連
絡
体
制
、
地
域
社
会
と
の
情
報
窓
口
の
設
定
に
つ

い
て
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
作
成
状
況
は
二
〇
〇
四
年
七
月
現
在
、
約
半
数
の
地
方
自
治
体
が
未
着
手
ま
た
は
検

討
中
で
あ
り
、
運
営
細
則
の
成
案
時
期
の
め
ど
が
た
っ
て
い
な
い
自
治
体
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
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Ⅲ　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇

１．

精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
の
流
れ

　

そ
れ
で
は
、
わ
が
国
の
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
行
の
精
神
医
療
に
関
す
る
法
律
は
、「
一
九
八
三
年
精
神
保
健
法
」（���

����

�������������������

����������������������
）
で
あ
る�
。
同
法
は
わ
が
国
の
精
神
保
健
福
祉
法
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
と
の
相
違
点
は
、
精

神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
に
関
す
る
規
定
が
一
九
八
三
年
精
神
保
健
法
の
第
三
章
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
部
分
が
わ
が
国

の
新
法
に
相
当
す
る
と
い
え
る�
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
制
度
に
よ
る
と
、
刑
事
裁
判
所
（����������
�����������
）
は
、
心
神
喪
失
（��������

��������
）
を
理
由
と
し
て
無
罪
が
確
定
し
た
者
お

よ
び
拘
禁
刑
以
上
の
有
罪
が
確
定
し
た
精
神
障
害
者
犯
罪
者
に
対
し
て
は
、
一
九
九
七
年
犯
罪
量
刑
法
（��������������������

������������������������

����

����
）
四
七
条
お
よ
び
一
九
八
三
年
精
神
保
健
法
三
七
条
の
入
院
命
令
（�������������

��������������
）
に
よ
り
、
刑
罰
の
代
わ
り
に
保
安
機
能
を

有
す
る
精
神
病
院
で
強
制
的
に
入
院
治
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き�
る�
。
そ
し
て
、
精
神
障
害
犯
罪
者
は
、
保
安
の
必

要
性
の
程
度
に
応
じ
て
、
保
安
度
の
高
い
順
か
ら
、
特
別
病
院
（���������������
����������������
）、
地
域
保
安
ユ
ニ
ッ
ト
（����������������

�����������������

��������������

����������������
）、
低
度
保
安
ユ
ニ
ッ
ト
（���

��������������

���������������������
）
の
い
ず
れ
か
に
移
送
手
続
が
と
ら
れ
る
。

　

わ
が
国
の
新
法
施
行
後
の
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
制
度
と
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
の
最
大
の
違
い
は
、
精
神
医
療
シ
ス
テ
ム
と
刑
事
司
法

シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
が
、
わ
が
国
は
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
か
ら
精
神
医
療
シ
ス
テ
ム
へ
の
一
方
通
行
で
あ
る
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
双
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方
向
で
両
者
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
、「
こ
の
法
律
に
よ
る
医
療
を
受
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
治
療
に
よ
り
症
状
が
改
善
し
た
場
合
、
も
し
く

は
指
定
医
療
機
関
で
の
処
遇
期
間
が
終
了
し
た
後
に
、
再
び
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
に
戻
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
逆
に
、
責
任
能
力

が
問
え
る
と
し
て
有
罪
と
な
り
、
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
場
合
、
症
状
が
悪
化
し
て
刑
務
所
で
の
処
遇
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
、
当

該
受
刑
者
は
医
療
刑
務
所
に
移
送
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
新
法
を
適
用
し
て
指
定
入
院
医
療
機
関
に
移
送
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、
わ
が
国
で
は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
は
、
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
か
精
神
医
療
シ
ス
テ
ム
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
行
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
裁
判
所
迂
回
政
策
（��������������������

����������������������
）
と
い
う
刑
事
手
続
の
途
中
で
精
神
科
医
療
を
優
先

さ
せ
る
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、
責
任
能
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
に
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
、
起
訴
、
裁
判
、
受
刑
に
至
る

ま
で
の
刑
事
手
続
上
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
、
治
療
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
精
神
病
院
へ
移
送
さ
れ
る
。
ま
た
、
逆
に
、
治
療
を

受
け
て
精
神
症
状
が
消
失
し
、
治
療
の
必
要
性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
と
、
精
神
病
院
か
ら
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
に
戻
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ

ス
は
、
精
神
医
療
シ
ス
テ
ム
と
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
が
双
方
向
で
互
い
に
連
携
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

２．

精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
に
関
す
る
施
策

　

で
は
、
保
安
病
院
に
収
容
さ
れ
た
精
神
障
害
犯
罪
者
が
、
治
療
に
よ
り
症
状
が
回
復
し
、
病
院
を
退
院
し
た
後
は
ど
の
よ
う
に
処
遇
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
保
安
病
院
に
入
院
命
令
を
下
さ
れ
た
精
神
障
害
犯
罪
者
は
、
退
院
後
も
通
院
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
保
護
観
察
官

（����������������

�����������������
）
が
保
安
病
院
の
職
員
等
と
連
携
し
て
社
会
内
処
遇
（������������������

�������������������
）
が
行
わ
れ
る
。
以
下
に
、
精
神
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障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
社
会
内
処
遇
の
う
ち
、
医
療
お
よ
び
住
居
に
関
す
る
取
り
組
み
（�������������������������

����������������������������
）
に
つ
い
て

み
て
い
く
。

�
　

医
療　

―
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度

　

医
療
面
で
は
、
退
院
後
の
治
療
の
継
続
を
維
持
す
る
た
め
、
地
域
保
安
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｓ
Ｕ
）
内
に
設
置
さ
れ
た
司
法
精
神
科
外
来
の

専
門
医
お
よ
び
地
域
精
神
科
看
護
師
（�����������������������������

���������������������������������
）、
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｐ
Ｓ
Ｗ�
）
等
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
（��������������������

�����������������������
）
が
対
象
者
の
居
住
地
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
い
る
。

　

精
神
障
害
者
の
退
院
後
の
ケ
ア
施
策
と
し
て
、
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
Ｃ
Ｐ
Ａ
（���������������������

�����������������������
）
制
度
が
導
入
さ
れ

て
い
る�
。
同
制
度
は
、
精
神
病
院
を
退
院
し
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
す
べ
て
の
精
神
障
害
者
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
（
一
九
八
三
年
精
神
保
健
法�
一
一
七
条
）。
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
は
、
患
者
の
治
療
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
し

て
、
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
患
者
が
一
緒
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
精
神
科
医
や
地
域
精
神
科
看
護
師
、
Ｐ
Ｓ
Ｗ
、
心
理
職
等
の

複
数
の
専
門
職
種
か
ら
構
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
Ｈ
Ｔ
（�������������������������

����������������������������
）
と
呼
ば
れ
る
ケ
ア
チ
ー
ム
が
、
そ
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
患
者
は
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
り
、
か
つ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で

あ
る
の
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
は
患
者
の
意
向
が
第
一
に
尊
重
さ
れ
、
定
期
的
に
開
か
れ
る
ケ
ア
会
議
で
適
時
プ
ラ
ン
の
見
直
し
・

調
整
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
六
ヶ
月
毎
に
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
、
患
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
さ

れ
て
い
る
。
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Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
で
は
、
医
療
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
行
政
機
関
、
民
間
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
社

会
資
源
（
保
護
住
居
、
デ
イ
ケ
ア
、
授
産
施
設
等
）
を
利
用
し
て
、
地
域
で
暮
ら
す
精
神
障
害
者
に
対
し
て
退
院
後
も
継
続
し
た
サ
ポ
ー

ト
が
行
わ
れ
る
。
同
制
度
に
よ
り
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、
医
療
か
ら
福
祉
ま
で
の
幅
広
い
要
求
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
再
発
予
防
お
よ
び
再
発
の
危
険
の
回
避
が
で
き
、
社
会
復
帰
に
も
よ
り
つ
な
が
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る�
。
ま
た
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
は
、
三
六
五
日
二
四
時
間
い
つ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の

で
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
支
援
と
同
時
に
、
彼
ら
の
退
院
後
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
再
犯
予
防
）
対
策
と
し
て
効
果
を
発

揮
し
て
い
る�
。

　

そ
の
一
方
で
、
近
年
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
に
関
し
て
、
主
と
し
て
以
下
の
三
点
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
制

度
は
、
一
人
の
患
者
に
対
し
て
、
複
数
の
専
門
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
・

実
施
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
Ｐ
Ｓ
Ｗ
と
Ｃ
Ｐ
Ｎ
の
間
に
職
種
の
競
合
が
生
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
患
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法

の
違
い
か
ら
、
ど
ち
ら
が
ケ
ア
チ
ー
ム
の
中
心
と
な
る
か
に
よ
っ
て
ケ
ア
の
方
針
・
到
達
目
標
が
変
わ
る
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る�
。
第
二
に
、
複
数
の
者
が
患
者
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
患
者
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
異
な
る
た
め
、
患

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
情
報
の
守
秘
義
務
の
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
第
三
に
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
精

神
科
医
療
に
従
事
す
る
者
に
多
い
、
患
者
が
示
す
精
神
疾
患
特
有
の
症
状
の
急
激
な
変
化
に
ス
タ
ッ
フ
が
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
等

に
よ
る
、
職
員
の
燃
え
尽
き
や
士
気
の
低
下
の
問
題
も
深
刻
で
あ
る
。
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�
　

住
居

　

精
神
障
害
者
が
退
院
後
す
ぐ
に
直
面
す
る
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
住
居
の
確
保
が
あ
る
。
一
人
暮
ら
し
を
す
る
ま
で
は
症
状
が
回
復
し

て
い
な
い
が
、
一
緒
に
暮
ら
す
家
族
が
い
な
い
場
合
は
、
ホ
ス
テ
ル
（������

������
）
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
保
護
住
居
（���������

����������

�������

�������
）
で
ス
タ
ッ
フ
や
他
の
仲
間
と
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
利
用
者
の
症
状
・
希
望

に
よ
っ
て
、
病
院
の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
た
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ホ
ス
テ
ル
（���������������

����������������
）
を
利
用
し
た
り
、
通
院
と
デ
イ
ケ
ア
・

デ
イ
セ
ン
タ
ー
や
授
産
施
設
等
に
通
う
の
に
支
障
の
な
い
距
離
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
テ
ル
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用

し
た
り
す
る
。
一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
回
復
し
た
が
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
住
居
が
確
保
で
き
な
い
者
に
対
し
て

は
、
地
方
自
治
体
や
住
宅
協
会
（������������������

�������������������
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
公
営
住
宅
の
優
先
利
用
や
補
助
金
制
度
の
適
用
等
に
よ

り
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
住
宅
を
提
供
し
て
い
る�
。

　

犯
罪
者
も
、
刑
務
所
か
ら
の
出
所
後
の
居
住
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
保
護
観
察
所
（��������

���������

����������������

�����������������
）
が
運
営
す
る
ホ
ス
テ
ル
（�����������������������

���������������������������
）
や
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
等
の
非
営
利
団
体
が
運
営
す
る
ホ
ス

テ
ル
に
入
居
し
て
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
。

　

で
は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
場
合
は
ど
う
か
。
精
神
障
害
犯
罪
者
は
、
精
神
障
害
者
で
あ
り
か
つ
犯
罪
者
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
、
精

神
障
害
者
用
の
ホ
ス
テ
ル
に
も
犯
罪
者
用
の
ホ
ス
テ
ル
に
も
な
じ
ま
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た�
。
そ
こ
で
、
近
年
で
は
、
保

護
観
察
所
と
地
域
保
安
ユ
ニ
ッ
ト
が
連
携
し
て
精
神
障
害
犯
罪
者
用
の
ホ
ス
テ
ル
を
設
置
し
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
精
神
障
害

犯
罪
者
を
医
療
と
保
護
・
監
督
の
両
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
。
治
療
の
継
続
と
処
遇
が
同
時
に
行
え
る
こ
と
か
ら
、
重
度
の
精
神
障
害
犯

（　

）
２８

（　

）
２９

（　

）
３０

（　

）
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罪
者
に
対
し
て
も
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る�
。

Ⅳ　

日
本
型
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
の
あ
り
方

　

で
は
、
わ
が
国
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
制
度
・
体
制
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
相
違
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
医
療
面
に
関
し
て
は
、
わ
が

国
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
多
職
種
チ
ー
ム
（������������

�������������
）
に
よ
り
、
対
象
者
ご
と
に
複
数
の
専
門
職
種
か
ら
な
る
チ
ー
ム
を
組
織
し

て
患
者
を
ケ
ア
す
る
と
い
う
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
の
実
現
に
は
、
治
療
の
継
続
と
い
う

医
療
面
で
の
支
援
に
加
え
て
、
住
居
の
確
保
、
就
労
訓
練
、
相
談
機
関
の
設
置
等
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
の
支
援
も
必

要
で
あ
る
。
特
に
、
退
院
後
す
ぐ
に
直
面
す
る
住
居
の
確
保
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し

て
の
公
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
制
度
や
精
神
障
害
犯
罪
者
用
の
ホ
ス
テ
ル
が
あ
り
、
保
護
観
察
所
が
自
治
体
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス

部
や
慈
善
団
体
等
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
た
め
に
、
対
象
者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い

る
。
他
方
、
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
精
神
障
害
犯
罪
者
用
の
特
別
な
住
居
の
整
備
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。

既
存
の
一
般
の
精
神
障
害
者
が
利
用
し
て
い
る
社
会
資
源
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
福
祉
ホ
ー
ム
等
）
を
利
用
す
る
と
な
る
と
、
そ
も
そ
も

精
神
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
施
策
は
他
の
障
害
者
施
策
よ
り
も
遅
れ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
も
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、
社
会
資
源
も

サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
等
）
も
十
分
で
は
な
い
現
状
で
は
、
関
係
機
関
と
の
早
急
な
調
整
や
予
算
の
獲
得
が
必
要
と
な
る

で
あ
ろ
う�
。
ま
た
、
公
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
制
度
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
が
、
対
象
者
に
よ
っ
て
家
族
形
態
（
単
身
か
同
居
家
族
が
い

る
の
か
）
が
異
な
り
、
各
地
方
自
治
体
が
常
に
希
望
通
り
の
住
居
を
提
供
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
精
神
障
害
（
者
）
へ
の
差

（　

）
３２

（　

）
３３
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別
・
偏
見
が
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
る
わ
が
国
で
は
、
精
神
障
害
者
で
あ
り
犯
罪
者
で
も
あ
る
と
い
う
二
重
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
精
神
障
害
犯
罪
者
が
、
公
営
住
宅
で
生
活
を
営
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
社
会
復
帰
調
整
官
と
地
域
精
神
保
健
福
祉
の
中
核
機
関
で
あ
る
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、
一
般
の
精
神
保

健
福
祉
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
保
健
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
事
務
所
、
民
間
の
精
神
病
院
・
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
警
察
、
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
復
帰
関
連
施
設
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
精
神
障
害
犯
罪
者

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
新
法
の
指
定
医
療
機
関
で
は
な
い
民
間
の
精
神
病
院
や
精
神
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
当
事
者
団
体
が
運
営
し
て
い
る
こ
と
の
多
い
社
会
復
帰
関
連
施
設
（
共
同
作
業
所
等
）
等
に
対
し
て
は
、
時
間
を
か
け
て
新
法
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
精
神
障
害
犯
罪
者
が
一
般
の
精
神
医
療
に
移
行
し
た
後
も
、
治
療
が
中
断

さ
れ
な
い
よ
う
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
保
健
所
が
連
携
し
て
訪
問
・
相
談
活
動
を
行
い
、
医
療
機
関
側
も
精
神
科
訪
問
看
護
を
充

実
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
の������������������������

���������������������������
の
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
お
よ

び
地
方
自
治
体
に
は
、
一
般
の
地
域
精
神
科
医
療
・
地
域
精
神
保
健
福
祉
に
対
し
て
さ
ら
な
る
マ
ン
パ
ワ
ー
と
予
算
を
補
充
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

Ⅴ　

今
後
の
課
題

　

処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
対
象
者
の

処
遇
に
つ
い
て
、
指
定
通
院
医
療
機
関
で
は
多
職
種
チ
ー
ム
会
議
、
保
護
観
察
所
で
は
ケ
ア
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
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ど
ち
ら
の
会
議
に
お
い
て
も
対
象
者
は
コ
ア
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
参
加
す
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
治
療
計

画
の
作
成
に
関
し
て
は
、
司
法
精
神
医
療
も
精
神
医
療
で
あ
り
、
他
の
一
般
の
医
療
と
同
様
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
重
視

す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
対
象
者
も
治
療
に
主
体
的
に
参
加
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
社
会
復
帰
調
整
官
は
、
精
神

保
健
・
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
し
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
医
療
従
事
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
職
種
チ
ー
ム
会
議
の
コ
ア
メ
ン

バ
ー
で
は
な
い
。
確
か
に
、
多
職
種
チ
ー
ム
に
も
Ｐ
Ｓ
Ｗ
等
の
同
業
者
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
社
会
復
帰
調
整
官
は
常
に
対
象
者
の
側

に
い
る
人
間
な
の
で
、
治
療
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、
対
象
者
の
意
思
・
希
望
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
多
職
種
チ
ー
ム
会
議
へ
の
出
席
を

原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

第
二
に
、
対
象
者
の
個
人
情
報
を
ど
の
よ
う
に
保
護
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
対
象
者
の
社
会
復
帰
に
あ
た
っ
て
は
、
指
定
医
療
機

関
、
社
会
復
帰
調
整
官
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
施
設
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
関
係
者
が
か
か
わ
る
。
処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

地
方
自
治
体
や
被
害
者
の
要
請
に
対
し
て
は
、
必
要
な
範
囲
で
情
報
提
供
を
行
う
と
し
、
法
一
一
七
条
三
項
に
は
、
情
報
提
供
に
つ
い
て

秘
密
漏
洩
や
目
的
外
使
用
に
関
す
る
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
治
体
や
被
害
者
に
ど
こ
ま
で
情
報
提
供
を
す
る
の

か
、
対
象
者
が
住
む
地
域
の
住
民
や
民
生
委
員
、
対
象
者
が
利
用
す
る
社
会
復
帰
施
設
や
デ
イ
ケ
ア
を
行
う
医
療
施
設
に
は
ど
こ
ま
で
説

明
す
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
に
は
情
報
公
開
条
例
や
個
人
情
報
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い

る
が
、
す
べ
て
の
自
治
体
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
内
容
も
千
差
万
別
で
あ
る
の
で
、
対
象
者
の
個
人
情
報
に

関
す
る
情
報
管
理
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
具
体
的
な
基
準
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇
は
も
は
や
後
戻
り
で
き
な
い
施
策
で
あ
る
以
上
、
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
制
定
に
と
も
な
い
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浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
１
）　

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
〇
日
に
国
会
で
可
決
・
成
立
し
、
同
月
一
六
日
に
公
布
さ
れ
た
（
平
成
一
五
年
法
律
第
一
一
〇

号
）。

（
２
）　

二
〇
〇
四
年
三
月
四
日
に
厚
生
労
働
省
の
全
国
精
神
保
健
福
祉
関
係
担
当
者
会
議
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
た
処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
は
、
そ
の
後
、

七
月
九
日
、
一
〇
月
一
五
日
に
修
正
版
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
、������������������������������������

�
���������������������������������������������

����������
に
お
い
て
、
社
会
・
援

護
局
の
「
障
害
保
健
福
祉
関
係
主
管
課
長
会
議
資
料
（
医
療
観
察
法
の
施
行
に
つ
い
て
）」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
七
月
九
日
付
（
公

開
日
は
八
月
二
日
）
の
修
正
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
検
討
を
加
え
て
お
り
、
校
正
段
階
で
一
〇
月
一
五
日
付
（
公
開
日
は
一
二
月
一
六
日
）
の
資
料
に
ふ

れ
た
。
処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
は
今
後
も
修
正
が
加
え
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
並
行
し
て
精
神
保
健
福
祉
法
の
改
正
も
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

次
稿
で
再
度
検
討
し
た
い
。

（
３
）　

社
会
復
帰
調
整
官
は
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
、
精
神
保
健
・
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
し
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
（
法
一
一
三
条
）。

（
４
）　

新
法
に
お
け
る
保
護
観
察
所
の
役
割
お
よ
び
社
会
復
帰
調
整
官
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
蛯
原
正
敏
「
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
に
お
け
る
保
護
観

察
所
の
役
割
に
つ
い
て
」
日
本
精
神
病
院
協
会
雑
誌
二
二
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
一
頁
以
下
。

（
５
）　

新
法
の
内
容
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
支
援
施
策
」
同
志
社
政
策
科
学
研
究
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
七
七
頁
以
下
参

照
。

（
６
）　

精
神
保
健
指
定
医
で
あ
る
こ
と
、
刑
事
事
件
の
精
神
鑑
定
の
経
験
が
あ
る
こ
と
等
。

（
７
）　

た
だ
し
、「
こ
の
法
律
に
よ
る
医
療
を
受
け
さ
せ
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
の
処
遇
に
つ
い
て
は
法
に
特
に
規
定
が
な

い
た
め
、
審
判
後
、
医
療
・
福
祉
・
行
政
機
関
等
と
接
触
す
る
か
ど
う
か
は
、
本
人
の
意
思
・
希
望
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
後
述
の
イ
ギ

リ
ス
の
よ
う
に
、
治
療
の
必
要
性
が
な
い
と
し
て
再
び
刑
事
司
法
の
場
に
戻
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
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（
８
）　

指
定
通
院
医
療
機
関
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
通
院
処
遇
中
で
も
、
症
状
が
悪
化
し
て
入
院
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
新
法
に
よ
る
再
入
院
は

「
病
状
の
変
化
が
危
機
的
で
、
精
神
保
健
福
祉
法
に
基
づ
く
入
院
に
よ
る
適
切
な
介
入
や
治
療
に
よ
っ
て
も
短
期
間
で
は
病
状
が
改
善
さ
れ
な
い
と
判
断
さ

れ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
精
神
保
健
福
祉
法
に
よ
る
措
置
入
院
等
の
手
続
が
と
ら
れ
、
一
般
の
精
神
医
療
の
範
囲
で
治
療
が
行
わ
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
９
）　

対
象
者
の
居
住
地
に
よ
っ
て
、
市
町
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
も
加
わ
る
。

（　

）　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
治
療
計
画
は
一
ヶ
月
単
位
と
三
ヶ
月
単
位
の
二
種
類
作
成
さ
れ
、
多
職
種
チ
ー
ム
会
議
に
お
い
て
評
価
・
見
直
し
が
行
わ

１０
れ
る
。

（　

）　

対
象
者
に
対
し
て
、
複
数
の
通
院
医
療
機
関
か
ら
医
療
が
提
供
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
医
療
機
関
相
互
の
連
携
を
保
つ
た
め
、「
地
域
多
職

１１
種
チ
ー
ム
会
議
」
を
開
催
し
、
定
期
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　

指
定
入
院
医
療
機
関
は
、
全
国
を
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
国
立
八
病
棟
・
都
道
府
県
立
一
六
病
棟
の
計
二
四
ヶ
所
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇

１２
四
年
一
〇
月
現
在
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
、
国
立
七
病
棟
し
か
指
定
が
決
定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
は
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
設
置
基
準
を
大

幅
に
緩
和
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
調
整
に
あ
た
っ
て
い
る
（
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
八
日
朝
刊
）。
設
置
基
準
を
緩
和
す
る
と
な
る
と
、
入
院

処
遇
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
た
め
、
動
向
を
慎
重
に
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

（　

）　

処
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
指
定
入
院
医
療
機
関
は
人
口
五
〇
〇
万
人
あ
た
り
に
一
ヶ
所
程
度
（
全
国
で
二
四
ヵ
所
）、
指
定
通
院
医
療
機
関
は
人

１３
口
一
〇
〇
万
人
あ
た
り
二
〜
三
ヶ
所
程
度
（
各
都
道
府
県
に
最
低
二
ヶ
所
）
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
指
定
通
院
医
療
機
関
に
関
し
て
は
、
患
者

の
居
住
地
に
よ
っ
て
は
、
精
神
医
療
を
専
門
に
行
う
都
道
府
県
立
病
院
以
外
に
も
、「
一
定
水
準
の
医
療
」（
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
在
職
し
て
い
る
、

訪
問
看
護
を
実
施
し
て
い
る
、
看
護
配
置
基
準
が
三：

一
以
上
等
）
を
提
供
で
き
る
民
間
の
精
神
病
院
が
指
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
一
月

一
九
日
全
国
労
働
関
係
部
局
長
会
議
（
厚
生
分
科
会
）
資
料
〔
社
会
・
援
護
障
害
保
健
福
祉
部
〕
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
立
病
院
に
設
置
さ
れ
る
基
幹
型

の
指
定
通
院
医
療
機
関
は
、
２／３
の
都
道
府
県
に
お
い
て
候
補
の
推
薦
が
終
了
し
、
残
り
１／３
が
調
整
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（　

）　

精
神
障
害
犯
罪
者
に
関
わ
る
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｐ
Ｓ
Ｗ
）
の
研
究
・
教
育
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
言
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、『
触
法
行

１４
為
を
行
っ
た
精
神
障
害
者
の
精
神
医
学
的
評
価
・
治
療
等
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
厚
生
労
働
科
学
研
究
研
究
費
補
助
金
こ
こ
ろ
の
健
康
科
学
研
究
事
業
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平
成
一
四
年
度
総
括
・
分
担
研
究
報
告
書
（
主
任
研
究
者
松
下
正
明
）（
二
〇
〇
三
年
）　

三
澤
孝
夫
担
当
部
分
三
〇
一
―
三
〇
七
頁
。

（　

）　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
新
法
の
社
会
復
帰
調
整
官
に
あ
た
る
役
割
を
保
護
監
察
官
が
担
っ
て
い
る
が
、
保
護
監
察
官
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
資
格
を
持
つ

１５
も
の
が
従
事
し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
発
足
し
た
新
・
労
働
党
政
権
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
「���������

����������
」
と
い
う
適
切
な
対
象
に
適
切
な
方

法
で
効
果
的
に
処
遇
を
実
施
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
保
護
観
察
官
に
対
し
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
知
識
に
加
え
て
大
学
院

に
お
い
て
刑
事
司
法
や
心
理
学
の
教
育
・
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
一
九
九
八
年
か
ら
保
護
観
察
学
修
士
（�������������������������

����������������������������
）

が
設
け
ら
れ
、
学
位
を
取
得
し
た
保
護
観
察
官
を����������������

�����������������
、
そ
う
で
な
い
者
を�����������������������

�������������������������
（
保
護
観
察
事
務
官
）
と
区
別
し

て
い
る
。�������������������������

�
����������������������������
に
関
し
て
、������������������������������������

�
����������������������������������������������������

���������������������������������

����������������������
に
つ

い
て
、
河
原
田
徹
「
英
国
に
お
け
る
社
会
内
処
遇
の
変
革
と
『
地
域
性
』
の
動
揺
」
罪
と
罰
三
九
巻
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
五
〇
―
五
八
頁
。

（　

）　

一
九
八
三
年
精
神
保
健
法
、
お
よ
び
同
法
改
正
の
動
き
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
精
神
医
療
法
制
の
動
向
」
同
志
社
政
策
科
学
研
究
五

１６
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
）
一
五
六
頁
以
下
。

（　

）　

イ
ギ
リ
ス
の
司
法
精
神
医
療
に
関
し
て
は
、
拙
稿
注
（
３
）
論
文
八
一
頁
以
下
を
参
照
願
い
た
い
。

１７
（　

）　

心
神
喪
失
を
理
由
と
し
て
無
罪
に
な
っ
た
者
に
対
す
る
強
制
入
院
命
令
に
関
し
て
は
、「
一
九
九
一
年
心
神
喪
失
及
び
抗
弁
能
力
の
な
い
者
に
関
す
る
刑

１８
事
手
続
法
」（��������������������������������

������������������������������������������������������������
����������������������������
）
の
五
条
（��������������

���������������
）
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一

九
九
七
年
犯
罪
量
刑
法
制
定
に
よ
り
、
同
法
四
七
条
に
吸
収
さ
れ
た
。

（　

）　

精
神
科
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
執
行
猶
予
命
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

１９
（　

）　���
����������������

���������������������
と
も
呼
ば
れ
る
。
Ｌ
Ｓ
Ｕ
は
、
国
営
の
一
般
精
神
病
院
や
民
間
精
神
病
院
の
閉
鎖
病
棟
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

２０
（　

）　

司
法
精
神
科
を
専
門
と
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｎ
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｎ
（����������������������

������������������������
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

２１
（　

）　

司
法
精
神
科
に
従
事
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｗ
の
多
く
は
、
一
九
八
三
年
精
神
保
健
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｗ
（��������������������

����������������������
）
と
い
う
一
般
的

２２
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
資
格
よ
り
も
専
門
性
が
高
く
、
入
退
院
や
移
送
・
外
出
の
判
断
に
関
与
し
、
精
神
障
害
者
が
不
当
な
扱
い
を
う
け
な
い
よ
う
監

視
す
る
等
の
強
い
権
限
が
与
え
ら
れ
る
資
格
を
取
得
し
て
い
る
（
法
一
一
四
条
）。
こ
の
点
に
関
し
て
、
注
（
４
）
三
澤
論
文
二
九
九
頁
。

（　

）　������������

�������������
は
、
司
法
精
神
医
療
に
特
化
し
た
チ
ー
ム
で
あ
る
。
保
護
観
察
官
等
の
刑
事
司
法
関
係
者
を
含
む
チ
ー
ム
は
、����������

�
����������

２３
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����������������
�����������������
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
は
、
後
述
の
Ｃ
Ｍ
Ｈ
Ｔ
の
一
形
態
で
あ
り
、
対
象
者
の
居
住
地
の
地
方
自
治
体
が
チ
ー
ム
の
運
営

の
責
任
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

（　

）　�����������������������������
�������������������������������
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
は��������

��������
と��������

��������
の
二
種
類
が
あ
り
、
後
者
は
ハ
イ
リ
ス
ク
（
自
傷
他
害
の
恐
れ
が
あ
る

２４
等
）
の
患
者
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、�������������

�
���������������������������������������������

������������������������������������������
������������

�����������������������������

����������

�������������������������������

�������������������������������������� ��

（　

）　

症
状
が
重
篤
、
自
傷
他
害
の
恐
れ
が
あ
る
、
ホ
ー
ム
レ
ス
等
、
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
か
つ
手
厚
い
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
必
要

２５
な
場
合
や
緊
急
時
に
は
、
各
地
域
に
配
置
さ
れ
て
い
る���������������������

�����������������������
と
呼
ば
れ
る
医
療
チ
ー
ム
が
対
応
に
あ
た
り
、
よ
り
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
。
二
〇
〇
二
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
プ
ラ
ン
で
は
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
ま
で
に
二
二
〇
の�����������������

�������������������

����

����
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、������������������������������������

�
�������������������������������������������������������

��������������������

（　

）　

精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
Ｃ
Ｐ
Ａ
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
、������������������������������

���������������������������������������

���

２６
（　

）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、��������������
��������������

������������������������������������������������
����������������

�����������������������������������������

�������������������������������������

������������������������������������� ��

２７�����������

�������������
同
様
の
指
摘
と
し
て
、
新
福
尚
孝
編
『
世
界
の
精
神
保
健
医
療
―
現
状
理
解
と
今
後
の
展
望
』
へ
る
す
出
版
（
二
〇
〇
一
年
）
一
五
二
―

一
五
六
頁
。

（　

）　���������������

���������������
と
は
、
長
期
入
院
患
者
の
た
め
の
病
院
の
敷
地
内
に
あ
る
居
住
施
設
で
あ
る
。
主
と
し
て
、
重
度
の
高
齢
者
が
利
用
す
る
。�����

�
�����

２８�������������������������������

��������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������

����������������������

�������������

���������������

（　

）　
「
一
九
七
〇
年
慢
性
病
者
お
よ
び
障
害
者
法
」（�������������������������������

��������������������������������������������������

����������������
）
に
よ
り
、
自
治
体
は
有
効
か
つ
合
理
的

２９
な
範
囲
内
で
当
該
地
域
に
住
む
障
害
者
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
障
害
者
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

や
す
い
住
宅
を
提
供
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、「
一
九
九
〇
年
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
法
」（���

����

��������������������������������

������������������������������������������������

���������������
）
に
引
き
継
が
れ
、
自
治
体
は
、
低
所
得
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
障
害
者
等
、
特
別
な

ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
住
宅
を
供
給
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

八
六
四

精
神
障
害
犯
罪
者
の
社
会
内
処
遇�

同
志
社
法
学　

五
六
巻
六
号

　
（
二
三
五
二
）



（　

）　

二
〇
〇
〇
年
四
月
現
在
、����������������������

��������������������������
二
七
条
に
規
定
す
る
政
府
の
認
可
を
受
け
て
い
る
ホ
ス
テ
ル
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＆
ウ
エ
ー
ル

３０
ズ
で
九
九
ヶ
所
あ
る
。�������������������������������

�
������������������������������������������������������������

�����������������������������

（　

）　

こ
の
点
に
関
し
て
、��������������������������������

�
�������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

������������������������������������� �

３１
（　

）
精
神
障
害
犯
罪
者
用
の
ホ
ス
テ
ル
は
、
一
九
九
三
年
に
第
一
号
が
誕
生
し
、
二
〇
〇
〇
年
度
で
は
三
ヶ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。�����������������

�
������������������
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わ
が
国
の
精
神
障
害
者
の
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会
復
帰
支
援
施
策
に
関
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て
は
、
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稿
「
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
支
援
施
策
の
現
状
と
課
題
―
―
京
都
市
に
お
け
る
実

３３
態
調
査
研
究
を
中
心
に
―
―
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志
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究
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〇
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二
八
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照
願
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た
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